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お買いあげいただき、まことにありがとうございました。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

ご使用の前に「安全にお使いいただくためじ」を必ずお読みください。 

この取扱説明書は、お客様ご相談窓□のご案内とともに、いつでも見ること 
ができる場所に必ず保存してください。 

































安全にお使いいただくたゆに 


この取扱説明書じは、ををにお使いい 
ただくためにいろいろな表示をしてし、 
ます。その表示を無視して誤った取り 
扱いをすることによって生じる内容 
を、々のように区分しています。内容 
をよく理解してか6本でをお読みにな 
り、記載事項をお巧リ<ださい。 


A 警告 

人が死!::または重傷を負う 
おそれがある内容を示して 
し、ます。 

A ' ま意 

人がけがをしたり財産に損 
害を受けるおそれがある巧 
容を示しています。 


記号の意味 


A . この記号は気をつける必要がある 
• ことを表しています。 

0 . この記号はしてはいけないことを 
• 表しています。 

0 . この記号はしなければならないこ 
* とを表しています。 


本製品について 


A 警告 


〇 


万一、発熱していたり、煙が出て 
いる、変な臭いがするなどの異常 
があるとき、または異物(金属片- 
水*液体)が製品に入ったときは、 
すぐに AC アダプターをコンセント 
から巧き、電源を切ってお賈いあ 
げ①號売店に連絡する 
そのまま使用すると、义災や感電 
の原因になります。 


〇 


指定の AC アダプターを使用する 

指定:かの AC アダプターを使巧す 
ると、义炎•事故の原因になりま 


す。 


本体や端すじ針金などを差し込ま 
ない 

义災•感電-事故-故障の原因に 
なります。 


(S) 


自動車を運転やじ操作しない 

運転中の操作は大変危険ですの 
で、絶対に巧わないでください。 


安全のため、次の場所には取り付 
けない 

•エアバッグシステムの動作を妨 
げる場所 

•運転の妨げになる場所 





















A 注意 

製品を分解•改造しない 

义災•感電-けがの原因になりま 

ず。 

雨が当たる巧や、風呂場*台所な 
ど水や液ががかかる巧、湿気のを 
い巧では使巧しない 

义災-事故*故障の原因になりま 
ず。 

油煙や湯気が当たる巧では使用し 
ない 

火災.事故*故障の原因じなりま 

0 I!_ 

曰の当たる自動車巧、直射日光の 
当たる所、义や暖房器具のそばな 
ど、高ミ互巧〇でじ人 b ) じなる巧に置 
かない 

火災.事故の原因になることや、 
蜜形-蜜色することがあります。 

ホコリのをい巧、海辺や砂地など 
内部に砂が入りやすい巧で使用し 
ない 

発义-故障の原因になることがあ 
ります。 

巧のことをお守りください。巧戲 
されている巧電池の発熱、発义、 
破裂の原因となることがあります。 

•充電は必ず日〜40での範困で 
9わてください。 

•充電方まについては、本取扱説 
明書をよくお読みください。 

•使巧した後は、必ず本製品の電 
源を切ってください。 


AC アダプターの取り扱い 
について 


A 警告 

本製品じは、必ず付属の AC アダプ 
夕 一 EA -74 を接続する 

EA -74 J ： U 外の AC アダプターを接 
続すると义災の原因になります。 

表示された電源電圧(交流100ボル 
、 卜）じ1外で使用しない 

( vj 表示された電源電圧切かで使用す 
ると、义災•感電の原因になりま 
す。 

AC アダプターはコンセントじ直接 
接続する 

タコ足配線は過熱し、义炎の原因 
になります。 

AC アダプターを使うときは次のこ 
とを守る 

お守りいただかないと、义災や感 
電の原因になります。 

•めれた手で AC アダプターを抜 
き差ししない 

• AC アダプターを水や、ほかの液 
体につけたり、めらしたりしな 
い 

• AC アダプターおよび本製品の上 
やそばに、液体の入った容器を 
置かなし） 

倒れて水などがかかると、义災 
や感電の原因になります。 
•お客様による改造や分解-修理 
は巧わない 
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次ページに続く 















前ページの続き 

A 警告 

• AC アダプターに強い衝撃を与え 
たり、投げつけたりしなし、 

• AC アダプターに it 金などの金属 
を差し込んだりしない 

• AC アダプターを抜く とき、コー 
ドを引っ張らない 

•コードを 傷つけたり、加工した 
り、破損させたりしない 
• コー ドに重いものを載せたり、 
引っ張ったり、無理に曲げたり 
しない 

• コードなどが傷ついたり破損し 
ている AC アダプターを使用しな 
い 

AC アダプターを使用しないとき 
A は、コンセントおよび本製品から 
かしておく 

万一、発熱していたり、煙が出て 
いる、変な臭いがするなどの異常 
があるとき、または異物(金属片- 
水*液体)が製品に入ったときは、 
すぐに AC アダプターをコンセント 
から巧き、電源を切ってお買いあ 
げ①號売店に連絡する 
そのまま使用すると、义烫や感電 
の原因になります。 

雷が鳴りはじめたら、本製品の電 
源を 切り、 AC アダプターをコンセ 
ントからほく 

を雷により、感電•义炎の恐れが 
あります。 


A 注意 

巧のことを守って使用する 
义災•感電-故障の原因になるこ 
とがありますので、次のことをお 
守りください。 

•周困温度〇〜40て:、湿度30〜80 
%の®囲で使用する 
•直射日光の当たる塌巧では使用 
しない 

また、雖天下の車内、义や暖房 

〇 器具のそばなど、高温になる所 
に置かない 

• ほこりの多い塌巧に置かない 
•重いものを載せたり、落下しや 
すい巧に置かない 
•電源プラグが傷んだり、コンセ 
ントの差し込みがゆるいときは 
使用しない 
•布などでくるまない 
• 市販の r 電子式変圧器」は使用し 
ない 
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へッドホンの取り扱いに 
ついて 



A 警告 

〇 

事®を防ぐため、次のことを必ず 

守る 

•自動車やバイク、自転車の運転 
中は、ヘッドホンを絶巧に使わ 
ないでください。 

• ホ行中は周囲の音が闇こえな< 
なるほど音量を上げ過ぎないで 
ください。特に、踏切りや横断 
ホ道などでは、十分に気をつけ 
てください。 




A ' ま意 


へッドホンで聞くときは音量の設 
定じ気をつける 


思わめ大音量が出て、耳を痛める 
原因になることがあります。ま 
た、耳をあまり刺激しないよう適 
度な音量でお楽しみください。 


- 1ごを意) - 

•この製品は厳重な品質管理と検査を経 
て出荷しておりますが、万一故障また 
は不具合がありましたら、お買いあげ 
の販売店またはもよりのシャープお客 
様ご相談窓□までご連絡ください。 

• お客様または第兰者がこの製品および 
付属品の使用誤り、使用中に生じた故 
障、その他の不具合またはこの製品の 
使用によって受けられた損害について 
は、ま令上賠償責任が認められる場合 
を除き、当社は一切その責任を負いま 
せんので、あらかじめご了承くださし、。 

•この製品はイ寸属品を含め、改良のため 
予告なく変更することがあります。 


記憶内容保をのお願い 

この製品は使用誤りや静電気*電気的ノイ 
ズの影響を受けたとき、また、故障•修理 
のときは、お客様が記憶させた内容が変 
化•消失する場合がありまず。 

録音したファイルなど重要なデータは、パ 
ソコンじ必ずコピー（バ 、ソク アップ）してく 
ださい。に0、23、29ページ養照） 


<5 Em お客様が録音されたデータは、個 
人の使巧の範西を超えて利用され 
ると著作権まに違反しますので、 
そのような行為は厳重にお控えく 
ださい。 
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使用上のご注意 _ 

正しく安全にお使いいただくためじ次のことは必ずお守りください。 

♦ 保管場所のご注意 ♦ 屋外で使用する場合のご注意 


磁気じごミ主意 

本磯【こ®ち*電気時計*槪ちを使用したお 
もちゃなど、觸気をもっているものをおづ 
けないでください。磁気の影響を受て、大 
切な記録が消えることがあります。 

♦ 使用場所のご注意 

本磯は日本国内での使用を目的【こ設計され 
ています。 

海外ではご使用にならないよう、お願いい 
たしまず。 

高温やお温の場所では使用しない 

周囲の温度は〇で〜40で、湿度は3096〜80 
%の範囲巧でお使いください。 

電磁波の強い場所や機器のおくでは使用し 
ない 

高圧線や携帯電話など、電磁波の強い場所 
や機器のおくで録音すると雑音が入ります 
ので使用しないでくださし、。 

病院や飛行機の中では電源をお切りくださ 
〇 

病院や飛行機の中など、使用が制限または 
禁止されている場所では、電源をお切りく 
ださし、。 

事故の原因じなる恐れがありまず。 


雨天での使用 

雨天.降雪中など、めれる恐れのある場所 
では使巧しないでください。 

海のでの使巧 

砂浜や砂地など、砂ぼこりの多い所に置い 
たり、使巧したりしないでください。内部 
じ砂などが入ると故障や発义の原因じなり 
ます。 

♦取り扱いのご注意 

持ち運ぶときは 

ハンドストラップを取り付け、八ンドスト 
ラップを持って振り回したり、強く引っ 
張ったりしないでくださし、。 

故障や破損の原因じなりまず。 

ズボンのポケットじ入れたり、満員電車な 
どで強く押されるような所に入れたりしな 
いでくださし、。 

製品{こ強い力が加わり、変おやが障、破損 
の原因になりまず。 

取り扱いはていねいじ 

落としたり、強い衝撃や振動を与えたりし 
ないでください。故障の原因となります。 
持ち運びや移動の際にもご注意<ださい。 

他の機器との接統じついて 

本磯【こ接続して使巧する機器の取扱説明書 
もよくお読みください。また、取扱説明書 
はいつでも見ることができる場所に必ず保 
存しておいてください。 




本製品は、無線局のを許を必要としない微 
弱電波を使用した製記です。アンテナの種 
類や形状、設置環境(車の場合、車種および 
アンテナが設置されている場所)、周囲環境 
使の場合、走巧環境を含む）、混信により、 
本製品から出力された FM 電波を FM 受信磯 
などが正常に受信できない状態になり、ノ 
イズ、音のひずみ、音の遠切れ、受信不能 
状態などが発生する場含があります。 

FM トランスミッター機能は日本国内で使用 
されることを前提としています。 

おかでのご利用はその国の法律にお軸する 
場合がありますので、海外ではご利巧され 
ないようじお願いいたします。 

へッドホンのコードがアンテナを兼ねてい 
まずので必ず同個のへ、ソドホンを接縮して 
ご使用 < ださい。 

♦ ご注意 

• 本製品を利用して著作権の対象となって 
いる著作物を複製、編集などすること 
は、著作権ま上、個人的にまたは家庭内 
でその複製物や編集物を使用ずる場含に 
限って許されています。利巧者自身が複 
製対象物じついて著作権などを有してい 
るか、あるいは複製などじついて著作権 
者などか5許諾を受けているなどの事情 
が無いにもかかわ5ず、この範囲を超え 
て複製*編集や複製物*編集物を使巧し 
た場合には、著作権などを侵害ずること 
となりまず。また、本製晶の FM トランス 
ミッター機能を利用して著作権の対象と 
なっている著作物を他人に聰かせるため 
に送信することも、著作権者などからの 
許諾を受けているなどの事情がない限り 
は、著作権を侵害ずるおそれがあります。 
上記のよラな利用方まは、著作権者など 
か5損害賠償などを請求されることとな 


りまずので、そのよラな利巧方法は厳重 
じお控えください。 

♦ 商標について 

• Microsoft 、 Windows、Windows 
Media は、米国 Microsoft Co の oration の 
米国あびその他の国における登録商標で 
す。 

• Intel . Pentium は、米国 In tel 
Co の oration の登録商標です。 

•その他記載されている会社ち、製品をは 
各社の商標または登録商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は 、 Adobe 
Systems Inco の orated (アドヒシステム 
ズせ)の商標です。 


この装置は、情報処理装置等電波障害白 
主規制協議含 (VCCI ) の基準に基づくク 
ラス巨情報技術装置でず。この装置は、 
家庭環境で使用ずることを目的としてい 
ますが、この装置がラジオやテレビジョ 
ン受信機にお接して使用されると、受信 
障害を引き起こずことがあります。取撒 
説明書に従って正しい取り扱いをしてく 
-ださぃ。_ 

正しい取り扱いをしても、電波の巧況じよ 
リラジオ、テレビジョン受信機の受信に影 
響をあぼずことがあります。そのようなと 
きは、次の点にごを意ください。 

•この製品本体をラジオ、テレビジョン受信 
磯か5十分に離してください。 

• AC アダプターとラジオ、テレビジョン受信 
磯を別のコンセントに接続してください。 
•使用されるケーブルは指定のものを使用し 
てください。 
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はじめてご使用になるときは 


まず、 巧電 をする I 

本磯を使巧するときは、内蔵の充電她を最 
初に充電する必要がありまず。 

充電時間は約4時間でず。 

• AC アダプターで 巧電 する 

• AC アダプターは 付属の EA -74 をお使い 
ください。 

• 2 〜3ぺージの 「 AC アダプターの取り扱い 
について」もよくお読みください。 

1本機の電源が入っている場合は、 
電源を切ります。 

本体ち側の IMODEI キーを約3秒間押 
して電源を切りまず。 

2 AC アダプターをコンセントに差し 
込みます。（①） 

Q AC アダプターのプラグを本機に接 
続します。（@) 

AC アダプターのプラグのと書いて 

ある面を上に向けて差し込みます。 

画面ち下に+¢3が表示(充電中画面)さ 
れ、充電が始まります。 



4満巧電になり、巧電が終了すると 
+〇が S に変わります。 

通常、綿4時間で満充電されますが、使 
巧温度や使用状況により変動します。 


i 5 E ^ AC アダプターを外ずときは、必ず 
本機の電源を切り(充電中の画面に 
し）、本機からプラグを抜いた棲、 
コンセント側を抜いてください。 
正しく抜かないと、バックライト 
だけが点财して何も表示されない 
など、正常に動作しないことがあ 
ります。バックライトだけが点灯 
しているときはキーで電 
源の入切を巧えば正常に戻ります。 



•巧電池じついて 

本体巧蔵の充電池は、満充電後 
まったく使用しない場合でも自 
然放電により電圧が低下します。 
長期間使巧しないときは、定期 
的に（おおむね2力月に1回程度） 
充電することをお勧めします。 
•パソコンに接輪して充電するこ 
ともできます。（が38ページ） 


充電が開始されないときは、 AC ァダプ 
ターが正しく接編されているか確認し 
てください。 -8 - 

















♦巧電池の残量の目安 

充電池の残量は、画面ち下に表示される電 
池 マークを 目安じしてください。 

良好でず。 

ca : すこしかなくなりました。 

< za : かなくなりました。充電ずることを 
お勧めします。 

a ： とてもかなくなりました。速やかに 
充電してください。 

AC アダプターで使巧する 

AC アダプターを正しく接続し、 IMODEI 
キーを押して電源を入れれば、充電しな 
がら本磯を使巧することができまず。 

ミ主：充電状態によっては、すぐ使巧でき 
ないことがあります。 

このときは、1日分程度待ってか 
ら、もう一度、 两 ODE "! キーを押し 
てください。 


IBEm • AC アダプターを 揺続して音楽プ 
レーヤー/ FM ラジオ/ボイスレ 
コーダーを 使用すると、電源の 
状態じよっては再生/録音時にノ 
イズが入る場合がありまず。 

•録音中に AC アダプターを抜く 
と、録音中のデータが壊れたり 
記録されないことがあります。 


電源の入れかた、切りかた 

♦ 電源を入れる 


1電源が切れているとき 、 [MODEl 
キーをが1巧間巧します。 

電源が入り、モード選択画面が表示さ 
れます。 


wm 

音楽 . 

I 一 ®II A ぶ IIV 申 I 

ボイス FM 設定 

モード 



♦ 電源を切る 


1電源が入っているとき 、 [MODE 
キーを約3秒間押します。 

電源が切れまず。 

• 電源を切るときに I MODE I キー 
を長い間押し続けると、電源が 
一度切れたあとに再び電源が入 
る場合があります。 

•AC アダプター接麻しているとき 
は n ^ o 町 キーで電源を切ると 
いったん画面が消えた後、充電 
中の画面が表示されます。 
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イ寸属品を確認する 

本製品には次の付属品がありますので、ご確認ください。 


へツドホン 



AC アダプター (EA-74) 



USB 巧応ケーブル 



Line-in ケーブル 



プラグ変換ケーブル 
(3.5 ホー 2.5 ホ ） 



CD-ROM (Microsoft® Windows® 
98 Second Edition 用 USB 対応ドラ 
イバ、歌詞編集ソフト） 



コア 


ソフトケース 


取扱説明書（保証書付) 
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さ部のなまえと、おもなはたらき 


(1)(2) (3) (4) 



(5) - 

( 6 ) - 
(7)- 


固 


が 




■(14) 



(15) 


(1) 内蔵マイク 

ボイスレコーダーで音声を録音する 
とき使用するマイクです。 

(2) LINE IN 端子 

CD プレーヤーなどの外部音源や外部 
マイクで録音するときに、端子を接 
続します。 

(3) ヘッドホン端子 

付属のへ、ソドホンを接続します。 
ヘッドホンは音楽などを聞く W 外 
じ、 FM ラジオや FM トランスミッ 
ター機能のアンテナ(こなります。こ 
れらを使うときは、プラグを奥まで 
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しっかりと差し込んでください。 

(4) ストラップ巧 

市販の八ンドストラップを取り付け 
るときに使用します。 

巧）ホールドキー（スライド巧） 

ホールド側にすると本機のキー操作 
を受けがけません。誤ってキーが押 
され動作することを防ぎます。解隙 
するときは解隙側にしてくださし、。 


ホールド側 解陈側 





























































(6) 惇止キ ー( ri ~1 ) 

再生または録音を停止します。 

(7) 録音キ ー( r ^ ) 

録音を開始しまず。 

(8) 表示部 

(9) 再生/一時停止キー （ kill ) 

• 音楽などの再生または一時停止を 
します。 

• メニュー 画面やリスト画面など、 
項目を選択する画面で押すと選ば 
れている項目をま定/実行しまず。 

(10) 力ーソルキー 

图キ 

•再生中や FM ラジオ受信中に、音量 
を大きくします。 

• メニュー 画面やリスト画面で、上 
段の項目に移動します。 

「化|| キ — ： 

•再生中や FM ラジオ受信中に、音量 
をルさくします。 

• メニュー 画面やリスト画面で、下 
段の項目に移動します。 

音量は〇〜30の®囲で調整するこ 
とができます。 

囚キ 

•再生中に押すと曲の先頭に戻りま 
す。巧の先頭で押すと、前の曲の 
先頭に移動します。 

巧したままにすると再生中の音楽 
を巻き戻します。 

• メニュー画面やリスト画面で巧す 
と、1つ前のメニュー画面などに戻 
U ます。 


囚キ 

•再生中に押すと次の巧の先頭に移 
動しまず。 

押したままにすると再生中の音楽 
を早送りしまず。 

• メニュー画面やリスト画面で巧す 
と、選ばれている項目が決定され 
ます。 

(11) MODE キ ー( POWER キ ー）( IMODEI ) 

•電源を入れるとき約1秒間、電源を 
切るとき搁3秒間押します。 

• モード選択画面を表示させるとき 
押しまず。 

(12) MENU キ ー ([p 向の!） 

設を切外のモードで、各機能の設を 
を巧うメニューを表示させるときに 
押します。 

(13) A 一 B キー( 庐 

•リピート（くリ遍し再生）区間の設 
定-解除をするときに使います。 
• FM ラジオ/ボイスレコーダーモー 
ドで録音リストを表示させるとき 
に使います。 

(14) RESET スイッチ 

正常に表示しない、正しく操作でき 
ないなどの異常が発生したときに押 
します。 

(15) AC アダプター/ USB 巧応ケーブル 
接続端子 

•本機を充電するときに AC アダプ 
ターのプラグを接締しまず。 
•パソコンと接麻するとき(こ、付属 
の USB 対応ケープルを接続します。 
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ま示画面の見かた 


♦モード選択画面 


♦再ち画面など 


[MODEI を押すと表示されます。 

川 の (3) (4) 

山山 li! 河巧 I 巧 

音楽ボイス FM 設定 


モード 


(己） 

因、因でモードアイコン 0^} を選び囚 
を押すと、各モードの画面になります。 

(1) 音楽モード：パソコンから取り化んだ 
音楽 データな どを再生したり 、 LINE IN 
端子から音楽などを録音したりする 
モードです。 

(2) ボイスレコーダーモード：ボイスレ 

コーダーとして、音声を録音したり再 
生したりするモードです。 

(3) FM ラジオモード： FM ラジオとして、 
FM 放送を聴いたり、録音したりする 
モードです。 

(4) 設定モード：本製品の全体に関係する 
設定を巧うモードです。 

(5) 電池マーク：充電池の残量の目安を示 
すマークです（画=9ページ） 


表示画面じついて 

本書に記載されている画面側は、実際の 
製品で表示される画面と異なる場合があ 
LJ ます。 


(1) (2) (3) 

- M 二 




T 。） 

100 

: 00: 001/100:0( 

〕;〇日 1 

歸 wmi 


(4) (日）（目) (7)(8)( 目) (10)(11) 

音楽などを再生をするときじ表示される画 
面です（ただし、一部省略しています）。 

(1) 現時点の再生-録音時間 

(2) 全体の再生-録音残り時間 

(3) FM トランスミッター送信げ態 

(4) モード表示 _ 

CS 0 021 

(5) 音量 

(6) 動作が態 

►:再生 •：録音 

■:停止 II :一時停止 

け：早送り a :巻戻し 

(7) イコライザー表示 

NOR : ノーマル CLAS : クラシック 
JAZZ :ジャズ POP :ポップ 
ROCK : □ック BASS : バス 

(8) A 日区間リピート再生が態 

(9) シャッフル再生が態 

(10) ホールド状態 

(11) リピート再生が態 
〇 :1巧リピート 
名方：全巧リピート 
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音楽プレーヤーを使う 


巧を聞< _ I 

♦音楽を闇く場合、巧に音楽データをパソ 
コンから取り込んだり、他の機器から録 
音したりしておく必要があります。 

パソコンと接続する (37 ぺージ)、パソコ 
ンか6データを転送する （38 〜39ペー 
ジ)、ダイレクト （ LINE - IN ) 録音する （18 
ページ)をご覧のうえ、音楽データを取 
り込んでください。 

本製品は 、 WMA 形式、 MP 3 形式の音楽 
データを再生することができます。 

収録されている巧は下記のリストで分類さ 

れ、再生することができます。 

リジューム再生：！: U 前、再生していた巧を 
先頭から再生します。 

パソコンから音楽データを取り込 
んだり、録音やお気に入り編集を 
した直後などでは、 i ： U 前再生した 
巧の情報が消えていますので、「リ 
ジューム再生」は選択項目に表示さ 
れません。 

お気に入りリスト：事前に登録したお気に 
入りの巧を再生しまず。（お気に入リリ 
ストへの登録.編集：思=17ぺージ） 

アルバムリスト：アルバムちを選んで巧を 
再生します。 

アーティストリスト：アーティストちを選 
んで巧を再生します。 

巧リスト：曲ちを選んで再生しまず。 

録音リスト：音楽モードでダイレクト 
( LINE - IN ) 録音した音楽データが収録 
されているリストです。（録音：唐 M 8 
ページ） - 


♦巧を聞くときの操作 


へッドホンをへッドホン端子に接 
編してください。 


1 IMODEI を巧し、モード選が画面 
で、「音楽」を選がしますを 
選んで回を巧す)。 

左記の項目を選択するリスト選択画面 
が表示されます。 

2リストを選巧します。 

匿]回で目的のリストを選び、回を 
押して選択します。 

•「リジューム再生」を選択ずると、 m 前 
再生していた曲が再生されまず。 

3ま示されるリストの項目を選巧し 
ていさ、聞またい巧を選}尺します。 

選択した巧から、選んだリストに含ま 
れる巧が再生されます。 

• リストで選んだアルバムちや巧- 

名などが長い場合は、自動的に 
スク□ールしながら表示されま 
す。（長すぎる場合は遠中までを 
表术します。） 

• アルバム名やアーティストをな 
どの巧情報 （ I D タグ情報など)が 
が加されていない巧は、それぞ 
れのリストの r その他」の項目に収 
録されています。 

曲情報じついて（頸1日ページ） 
















ssm 各リストの表示はアルバムの巧 
順ではなく、巧名順(こなりまず。 
アルバムの曲順に再生したいと 
きは、お気に入り編集を参照くだ 
さい。 （が 17ぺージ） 


♦音楽再を時の画面 

音薬再生時はみの例のような画面が表示さ 
れます。 


(例） (1) (2) (3) 

I 


I アーティスト名 I 



I アルバム名 h 



曲名 h 



00:00:06/00:05:25 

过厕/岡 ► NOR 



(4) 巧) 


( 1 ) アーティストち* 

(2) アルバム名※ 

(3) 曲名& 

(4) 再生中の巧の順番 

(5) 全体の巧数 

《 Microsoft ® Windows Media ® Player 
で入力または、インターネットでダウ 
ン□ー ドした音楽データに情報が入つ 
ているときに表示されます。（詳しくは 
市販の解説書を参照してください） 
情報がないときは、曲名部分にファイ 
ル名が表示されます。 

アーティスト名、アルバムをまたは曲 
ちが長い場合は、自動的にスク□ール 
して表示されます。（長すぎる場合は遠 
中まで表示します。） 


♦音楽プレーヤーでの操作 

音楽プレーヤーでよく使う操作を示しま 
す。 

♦再生停止 

I ■ I を押ずと音楽の再生を停止し、 
曲をなどのリスト画面に戻ります。 

♦一時停止 

音楽の再生を一時停止するときはを 
押します。 

再生を再開するときも M を巧しまず。 

♦早送り 

音楽ち生中に@を押したままにすると 
曲を早送りします。離すと、その時点か 
ら巧を再生しまず。 

•巻き戻し 

音楽再生中に@を押したままにすると 
曲を巻き戻します。離すと、その時点か 
ら巧を再生します。 

•巧の頭出し 

音楽ち生中に@を押ずと、その巧の先 
頭から再生します。 

•前な戻 y (前な頭出し） 

曲の先頭がおを再生中に ^ を押すと、 
前の曲の先頭から再生します。 

•次巧飛ばし(次巧頭出し） 

音楽再生中に [►►■ I を押すと、次の巧の先 
頭から再生します。 

•音量を上げる•下げる 
音量を上げるときは1可||を、下げるとき 
は Iv ^ il を押します。 
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I その他の機能や設定 I 

音楽プレーヤーをより楽しく利用して いた 
だくために、みの磯能を巧意しています。 

• EQ : 

音楽再生時の音響効果をみのパターンか 
ら選ぶことができます。 

ノーマル ジャズ □ック 

クラシックポップ パス 

•リピート(繰り返し再生）： 

總リ返し再生の設定を巧います。 

1曲（再生した1巧をリピート） 

全巧（アルバムなど、選択したリスト 
に含まれる全曲リピート） 

オフ（リピートオフ） 

♦シャツフル： 

曲が再生される順番を混ぜ合わせまず。 
オン（アルバムなど、選択したリスト 
に含まれる曲をランダムに再生） 
オフ（アルバムなど、選択したリスト 
に含まれる曲を順番に再生） 
♦お気に入り編集： 

お気に入りリストへの追加(登録)や削隙 
(登録解隙）を巧います。（面 M 7 ぺージ） 

• お気に入りリストの曲名リストや再生 
画面で [ mMJ ] を押したときに選択で 
きまず。 

♦歌詞表示： 

曲に歌詞データが付加されているとき、 
その歌詞を表示する(が41ページ)かどう 
か設定します。 

オン（歌詞表示あり） 

オフ（歌詞表示なし） 

♦録音モード： 

LINE 11\1端子に接続された外部機器から録 
音をするとき使用します。(頃*18ページ） 


• FM トランスミッタ ー ： 

FM 電波を送信して、 FM ラジオで音楽を 
闇くことができる FM トランスミッター磯 
能(窗=31ページ)を働かせるかどうかを設 
をします。 

オン（磯能を働かせる） 

オフ（磯能を働かせない） 

•削お： 

音楽ファイルを削除します。（顶= 20ペー 
ジ） 


♦EQ (イコライザー）①設定 

1音楽モードで巧のリスト画面や再 
生画面にし、 [ mMJ | を巧します。 
左記の項目を選択するメニュー画面が 
表示されます。 

2 「EQ」 を選がします。 

音響効果ノ \ターン選択画面が表示され 
まず。 

•設定されている音響効果パターンの 
左にチェックマークレ)がついていま 
す。 

Q 音響効果パターンを選}尺します。 

リスト画面などに戻ります。 
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♦リピート、シャツフル、歌詞表示 
①設定 


1左記の 「EQ の設定」と同様の操作で 
項目を選巧して設定します。 


歌詞表示じついて 

•歌詞を表示するためには、歌詞 
を切り替える時間（タイミング情 
報）が設定されている必要があり 
ます。歌詞やタイミング情報 
は、付属の歌詞編集ソフト （ パソ 
コン用ソフ ト：毎 =41ページ）で入 
れることができます。 

• 正しく設定されていても音楽の 
再生と歌詞の表示がずれる場合 
があります。 

• 歌詞を表示して音楽を再生して 
いるときは、その曲が終わるま 
でバックライトが点なします。 


AB 区間リピート再生 

再生中の巧や録音データの遠中に、始点 
と終点を設をし、その間を繰り返し再生 
することができます。 

巧や録音データを再生中に、始点じした 
い時点で区3を巧します。 

その後、終点にしたい時点で电う一度 
区^を押します。 

区間が設定され、その間が®り返し再生 
されます。 

• A 己区間リピート再生(設を)を解除す 
るときは区^を押します。 

• AB 区間リピート再生は、ボイスレ 
コーダーや FM ラジオモードで録音 
データを再生するときにも使えます。 


♦お気に入り編集 

お気に入りリストに、曲を登録•追加した 
り、削隙(解除）したりすることができます。 

お気に入りリストは、本製品に収 
録されている曲(録音リストに収録 
されている巧を除く）の中から、好 
きな曲、よく闇く曲などを登録し 
ておき、再生時に選おしやす<す 
るリストでず。 

お気に入りリストに追加した順に 
リストが作成されるため、アルバ 
ムの再生巧順を設をしなおす場合 
などにも利用できまず。 


©お気に入りリストに巧を追加する 

1 音楽モードのリスト選が画面で「お 

気に入りリスト」を選}尺します。 

お気に入りリスト（曲名リスト）画面が 

表示されます。 

•曲が登録されていない場合は「リスト 
がありません。•”」というメッセージ 
が表示されます。このときは [► III を 
押し、手順3へ進んでください。 

2画 Mg を巧します。 

「お気に入り編集/リストから削除」選択 

画面が表示されます。 

• 音楽再生時の画面で [ MEi ^ を押し、 
「お気に入り編集」を選択しても「お気 
に入り編集/リストから削除」選択画 
面が表示されまず。 

3「お気に入り編集」を選巧します。 

追加巧ち選択画面が表示されます。 

4リストに追加する巧をを選がしま 

す。 
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•追加(登録)する曲を選び、を巧す 
と、その曲の先頭(左側)の□が■に変 
わって選択状態になります。 

複数の曲を選択ずる場合は、同様の 
操作を繰り返しまず。 

• r すべての曲」を選んでを押すと、 
すべての巧が選択状態になります。 
•選択されている巧を解除するときは、 
解除したい曲を選んで fill ] を押しま 
す。■が□に戻ります。 


お気に入りリストじは、手順4で選 
巧した順香に曲名が表示されます。 

K 追加を終了するときは@を何回 
か巧して前の画面に房ります。 

§ s ^ m 本磯をパソコンに接縮し、取り外 
ずと、お気に入りリストの設定巧 
容はすべて消まされます。 

©お気に入りリストの巧を削除する 

1お気に入りリスト（巧をリスト）で、 
削除したい巧を選びます。 

2 可 を巧し、「リストから削除」 

を選がします。 

削除選択画面が表示されます。 

3「削除」を選巧し、ま示される削除 
お認画面で r はい」を選がします。 

巧が削除されて、お気に入りリスト（曲 
ちリスト）画面に戻りまず。 


ダイレクト儿 INE IN ) 録音する 

CD プレーヤーなどの外部機器(音源)から、 
LINE 11\1端子を通して音楽などを録音するこ 
とができます。 

♦録音の準備 

か部機器(音源）とお続する 

付属の Line-in ケーブルを使って、本磯と外 
部機器を接縮します。 

本磯の LINE 11\1端子に2.日ホのプラグ(ルさ 
い方）を接続し、もう一方のプラグ (3 .己ホ） 
を外部機器の LINE OUT 、 か部出力、出 
力、ヘッドホンなどの端子に接続してくだ 
さい。 

• 外部機器の端子がピンプラグの場合は、 
市販の r 抵抗入り ミニ ジャ、ソク 〇 ピンプラ 
グ」ケーブルを使用 < ださい。 

• 外部磯器の端子が ミニ プラグの場合は、 
市販の r ミニ プラグ 〇ミニ プラグ」ケープ 
ルを使用ください。 

•外部機器の端子が標準端子の場合は、市 
販の r 抵抗入り標準プラグ》 ミニ プラグ」 
ケーブルを使用ください。 

試し録音と録音レベルの設定をずる 

大切な録音を巧う前に、試し録音をして、 
録音ができているか、録音レベルが適正か 
確認•設定を行って<ださい。 

録音レベルが適正に設定されていないと、 

録音が小さすぎたり、大きずぎて音がわれ 

たり、ひずむことがあります。 

また、ケーブルのプラグが正しく接続され 
ていないと、雑音が入ったり音が遠切れた 
りします。 


すべての巧を削除する場含は、上 
記手順3で「すべて削除」を選巧して 
ください。「キャンセル」を選択す 
ると削除が中止されます。 
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録音レベルを調整しても、適正な録音がで 
きないときは、ヘッドホン端すなど、他の 
出力端子を使用し録音してみてください。 

音量の調節 

外部磯器【こへッドホンを接続して音を聞き、 
音の大きさをちょうどよいか、かしルさめに 
調節します。 

接続ち法 

が属の Line-in ケーブルで、本磯の LINE-IN 端 
すと外部磯器のへッドホン端子を接続してく 
ださい。 

♦録音をする 

1音楽モードのリスト選が画面など 
で [MMJ] を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「録音モード」を選巧します。 

録音モードの待磯画面が表示されます。 

クを巧します。 

録音がスタートします。 

4外部おおで音楽を再生させます。 

•録音の一時停止/再開はで巧いま 
す。 

•録音を停止するときは ri ~ i を押し 
ます。 


•録音した音楽は、音楽モードの歸 
音リストの中から再生することが 
できます。 

• 録音された音楽は 「AUOOI . MP 3、 
AU 002. MP 3 …」と順香にフアイ 
ル名が付けられて保巧されます。 

• 周囲の環境じより雑音が入ること 
があります 


♦録音レベルを設定する 

録音するときの録音レベル(音の大きさ）を 
r 高」 r 中」 r 低」の3段階で切り替えることが 
できます。 

1録音モードの待機画面で IMENUI 
を巧します。 

録音設定選択画面が表示されます。 

2「録音レベル」を選巧します。 

録音レベル選択画面が表示されます。 

Q 録音レベル（高、や、低）を選がしま 
す。 

録音モードの待機画面に戻ります。 

♦録音音質を設定する 

録音するときの音質を「高」「中」 r 低」の3段 
階で切り替えることができます。 

高音質に設定すると、音は良くなりますが 
録音できる時間が短くなります。 

1録音モードの待機画面で IMENUI 
を巧します。 

録音設定選択画面が表示されます。 

2「録音音質」を選がします。 

録音音質選択画面が表示されます。 

3録音音質(高、や、低)を選がします。 

録音モードの待機画面に戻ります。 


録音時の形式、音質は巧のよラに 
なります。 

録音お式： MP 3 
音質「高」： 128 kbps 
音質 r 中」： 112 kbps 
音質「低」： 96 kbps 





















♦パソコンへ録音データをバック 
アツ プする 

本磯巧の録音データをパソコンにバック 
アップ(保存)するときは、本機をパソコン 
に接編し（馬^38ページ）、「リムーバブル 
ディスク」巧の 「 LINE - IN 」 フォルダからデー 
夕をパソコン側へ コピーして ください。 

パソコンへコピーしたファイルの 
日付けは、きて「2006/1/1 0:00」 
と表示されます。 


参考 

• 外部機器のへッドホン端子を使用して 
録音ずる場合、外部機器から音が聞こ 
えません。緑音の進み具合を確認する 
場合は本磯のへ、ンドホン端すにヘッド 
ホンを接続し、録音中の音を闇いて確 
認できます。 

なお、このとき外部機器のボリューム 
を蜜えないでください。歸音される音 
量が変わり、音が大きくなったリルさ 
くなったり、ひずんだりします。 

録音中の音を本機のへ、ソドホンで聞く 
塌合、本機で音量を調整してください。 
また、録音中にヘッドホンで闇こえる 
音量は、録音される音量とは異なりま 
す。録音音量を確認ずるときは、録音 
した音楽を再生して確認してください。 

•複数の巧を緑音する場合に、巧を連続 
して録音すると1つのファイルになり 
ます。この場合、巧の頭出しなどがで 
きなくなりまずので、巧の頭出しがで 
きるよラにしたい場合は、1巧ずつ 
別々じ録音して、別ファイルになるよ 
ラにしてください。 


音楽ファイルを削除する 

収録されている音楽ファイルを削除しまず。 
削除する単位は、1巧ごと、アルバムご 
と、アーティストちごと、および、すべて 
の音楽ファイルです。 


jssm •一度削除した音楽ファイルを復 
元することはできませんのでご 
を意ください。 

1 さリスト画面で、削除したい巧を、 
アルバム、アーテイストを選びま 
す。 

2 M 可 を巧し、「削除」を選}尺しま 
す。 

削除選択画面が表示されます。 

Q 「削除」を選がします。 

選んだ曲やアルバム、アーティストの 
削除確認画面が表示されまず。 

4「はい」を選巧します。 

削除が行われ、リスト作成が行われま 
ず。その後、リスト画面に戻りまず。 

•すべての巧を削除する場合は、上 
記手順3で「すべて削除」を選択し 
てください。 

•上記ま順3で「キャンセル」を選択 
すると、削除が中止されます。 

• 音楽再生画面で削除の操作を行つ 
た場含は、上記手順3の操作はあ 
りません。 

•削除後、巧部データベースの更新 
じ、数分かかることがあります。 
このときはリスト作成中の画面が 
表示されるので、しばらくお待ち 
ください。 
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ボイス レコーターを 使う 


i 録音をする _ I 

ボイスレコーダーとして、マイクを通じて 
音声を録音することができます。 

♦録音の準備 

使巧マイクの選が 

本磯は、本体に内蔵しているマイク（内蔵マ 
イク）を使って録音することができるほか、 
市販の外部マイクを使用することができま 
す。 

お買いあげ時は内蔵マイクを使用する設を 
になっていますが、外部マイクをご利用に 
なる場合は、23ページのちまで使用マイク 
を切り替えてご利用ください。 

外部マイクの使用については、2日ぺージを 
参照ください。 

試し録音と録音レベルなどの設定をする 

大切な録音を巧う前に、試し録音をして、 
録音音質、録音レベルが適正か確認•設を 
を巧ってください。 

音源からの距離や音の大きさに合わせて、 
録音レベルが適正に設をされていないと、 
録音がルさすぎたり、大きすぎて音がひず 
むことがあります。 

♦録音の操作 


1 IM 0 DE 1 を巧し、モード選が画面 
で r ボイス」を選がします （ 


2 r • I を巧します。 

録音がスタートし、録音中画面になり 
ます。 

•録音の一時停止/再開はで巧い 
まず。 

Q 録音を終了するときは Fin を 
3巧します。 

音声 データの リスト画面になります。 


• 録音されたデータは rvooi . MP 3、 
V 002. MP 3 …」と順香にファイル 
ちが付けられて保巧されます。 

• 周囲の環境じより雑音が入ること 
があります。 


♦録音画面の見かた 


ボイスレコーダーの録音時は次のような画 
面が表示されます。 

(例） (1) (2)(3) (4) 



D 

時間 

I フアイル名 I 

録音時間残 

I |00:00:001/|00:01 

0:001 

1 ボイ ス 

<=0| 


(1) ファイル名 （2) 録音時間 

(3) 録音可能残り時間 

(4) 録音方法を LINE-IN 端子に設定状態 


を選んで囚を押す)。 

ボイスレコーダーの待機画面が表示さ 
れます。 


































♦ボイ スレコーダーでの 操作 

ボイスレコーダーでよく使う操作を示しま 
ず。 

♦停止(録音•再生） 

r~i~i を押すと音声の録音や再生を停 
止します。 

♦一時停止 

音声の録音や再生を一時停止するときは 
0を押します。 

再開するときも M を押しまず。 
♦音量を上げる•下げる 

音量を上げるときはじ岂を、下げるとき 
はに||を押します。 


♦録音レベルを設定する 

録音するときの録音レベル(音の大きさ）を 
r 高」 r 中」 r 低」の3段階で切り替えることが 
で含ます。 

1ボイス レコーダー の待機画面で 
画!^を巧します。 

録音設定選択画面が表示されます。 

2「録音レベル」を選巧します。 

録音レベル選択画面が表示されます。 

Q 録音レベル（高、や、お）を選}尺し 
ます。 

ボイスレコーダーの待機画面に戻りま 
す。 


♦録音音質を設定する 

録音するときの音質を「高」「中」 r 低」の3段 
階で切り替えることができます。 

高音質に設定すると、音は良くなりますが 
録音できる時間が短くなります。 

1ボイス レコーダー の待機画面で 
画 Mg を巧します。 

録音設定選択画面が表示されまず。 

2「録音音質」を選巧します。 

録音音質選択画面が表示されます。 

3録音音質(高、や、低)を選がします。 

ボイスレコーダーの待機画面に戻りま 
す。 


録音時の形式、音質は次のようじ 


なります。 


録音お式 

MP 3 

音質「高」 

128 kbps 

音質「中」 

112 kbps 

音質「お」 

96 kbps 


参考 

緑音中にへ、ソドホンで聞こえる音量は、 
録音される音量とは異なりまず0録音音 
量を確認するときは、歸音した音楽を再 
生して確認してください。 
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♦録音方法(使巧マイク)を設定する 

録音に内蔵マイクを使うか、外部マイクを 
使うか設定します。 （ r 外部マイクの使巧に 
ついて」：届=2日ぺージ） 

1ボイス レコーダー の待機画面で 
画を巧します。 

録音設定選択画面が表示されます。 

2「録音方法」を選巧します。 

マイク選択画面が表示されます。 

Q 録音方法（内部マイク、外部マイ 
ク）を選がします。 

ボイスレコーダーの待機画面に戻りま 
す。 


内蔵マイク：本磯上部の内蔵マイ 
クから音声を録音します。 
外部マイク： LINE IN 端子に接続さ 
れたマイク（市販品）から音声 
を録音します。 


♦パソコンへ音声ファイルをバッ 
クアツプする 

本磯巧の音声データをパソコンにバック 
アップ(保存)するときは、本機をパソコン 
に接続し（毎=38ページ）、「リムーバブル 
ディスク」巧の 「 VOICE 」 フォルダから、 
データをパソコン側へコピーしてくださし、。 

パソコンへコピーしたファイルの日 
付けは、すべてに006/1/10:00」 
と表示されます。 


音声ファイルを再生する 


録音した音声を再生します。 


へッドホンをへッドホン端子に接 
続してください。 


♦ファイル名を選んで再をさせる 

1モード選が画面で r ボイス」を選が 
します。 

ボイスレコーダーの待機画面が表示さ 
れます。 

2区 S を巧します。 

音声ファイルのリスト画面になります。 

q 再生したい音声ファイルを選巧し 
ます。 

選択した音声ファイルが再生されます。 


録音を停止すると音声ファイルの 
リスト画面になりますので、音声 
ファイルを選択すれば再生させる 
ことができます。 


♦ 前再生していた音声から再生 
させる 


1上記手順2の音声ファイルのリスト 
画面で [MU] を巧します。 
メニュー画面が表示されまず。 

2「リジューム再生」を選}尺します。 

切前再生していた音声が再生されます。 
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I その他の機能や設定 I 

ボイスレコーダーを利用していただ<ため 
に、次の磯能を用意しています。 

• EQ : 

再生時の音響効果を次のパターンから選 
ぶことができます。 

ノーマル ジャズ □ック 

クラシックポップ パス 

•リピート(繰り返し再生）： 

總リ返し再生の設定を巧います。 

1曲（再生した音声ファイルを繰り返 
し再生） 

オフ（リピートオフ） 

• FM トランスミッタ ー ： 

FM 電波を送信して、 FM ラジオで音声を 
聞くことができる FM トランスミッター磯 
能(留^ 31ページ)を働かせるかどうかを設 
走:します。 

♦削餘： 

音声ファイルを削除します。（函= 25ペー 
ジ） 

♦EQ ①設定 

1音声ファイルのリスト画面や再生 
面面にし、 [MEi^ を押します。 

メニュー画面が表示されます。 


♦リピートの設定 

1左記の 「EQ の設定」と同様の操作で 
「リピート」を選巧して設定しま 
す。 


1巧：再生させた音声ファイル 
を、停止させるまで觸リ返 
し再生しまず。 

オフ：リピート機能を解隙します。 


2 「EQ」 を選がします。 

音響効果ノ ターン選択画面が表示され 
ます。 

•設定されている音響効果パターンの 
左に チェック マークレ)がついてし、ま 
す。 


3音響効果パターンを選択します。 

リスト画面などに戻ります。 
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音声ファイルを削除する 


収録されている音声ファイルを削除します。 
削除する単位は、1件ごと、ずべての音声 


ファイルでず。 

-度削 


一度削除した音声ファイルを復元 
ずることはできませんのでご注意 
くださし、。 


外部マイクの使巧について 

市販の外部マイクを利用して録音を巧う場 
合は、次のことにご留意ください。 

使用できるマイク 

電池内蔵式外部マイクをご使用ください。 
プラグインパワーち式のマイクは使巧でき 
ません。 


1音声ファイルのリスト画面で、削 
除したいファイルを選びます。 

2 可 を巧し、「削除」を選がしま 

す。 

削除選択画面が表示されます。 

3「削除」を選がします。 

選んだファイルの削隙確認画面が表示 
されます。 

4「はい」を選巧します。 

削除が行われ、リスト作成が行われま 
す。その後、リスト画面に戻ります。 


• すべての音声ファイルを削除する 
場合は、上記手順3で「すべて削 
除」を選択してください。 

• 上記手順3で「キヤンセル」を選択 
すると、削除が中止されます。 
•音声ファイル再生中に削除の操作 
を巧った場合は、上記手順3の操 
作はありません。 


接続 

か部マイクのプラグを本磯の LINE IN 端子に 
摇続してくださし、。 

か部マイクのプラグ徑が3.日¢の場合は付 
属のプラグ変換ケープルをご使巧<ださ 
い。 

S 凡 ホ 

5S 化 

外部マイクで録音する場合は、録音ちまを 
「外部マイク」に設定してください。（面=23 
ページ） 

その他 

•外部マイクを使用した場合は、内蔵マイ 
クで録音した場合にくらべて音声がルさ 
<なります。 

外部マイクを使用して音声を大きくした 
い場合は、電池内蔵式のアンプ内蔵ま外 
部マイクをご使用<ださい。 

事前に試し録音をし、必要に応じて録音 
レベルや録音音質を設定してください。 
•外部マイクを音源におづけずぎると、音 
が歪む場合があります。 

• 周囲の環境により雑音が入ることがあり 
まず。 

•ステレオマイクを使用した場合でもモノ 
ラル録音になります。 
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FM ラジオを使う 


IFM 放送を聞< _ ' 

本機は FM ラジオを搭載しており、 FM 放送 
を闇くことや録音することができます。 


• FM ラジオを受信するときは、同 
栖のへッ ドホン①コードがアンテ 
ナの役割をします ので、ヘッドホ 
ンを取り付け、コードを伸ばした 
状態でご使用ください。 

黄信が態が悪い場合は、プラグの 
差しこみ具合を確認のうえ、コー 
ドを伸ばす方向を変えてみてくだ 
さい。 

• AC アダプターを接締したが態で 
黄信した場合、雑音が入ることが 
ち LJ ます。 


♦ FM ①受信操作 


1 IMODEI を巧し、モード選が面面 
で 「 FM 」 を選}尺します （ 山ぶ1を選 
んで因]を押す)。 

FM 受信画面が表示されます。 

2 0または@を押して選局しま 
す。 

•0 を押すと受信周波数が上がり、 

因を巧すと受信周波数が下がりま 
す。 

•0 または囚を1秒 W 上押すと、自 
動選局を開始し、受信できる電波(放 
送局)を探しまず。 

電波が見つかれば停止して受信しま 
す。別の局を探すときは同様に操作 
します。 - 26 


自動選巧を中止するときは回]を押 
します。 

•電波が弱<、自動選局で希望の放送 
局が見つからないときは、局の周波 
数のおくまで自動で送って回]で止 
め、因や因をルきざみに押して、 
希望する放送を探してください。 

♦ FM 受信画面の見かた 

FM ラジオの受信時は次の側のような画面 
が表示されます。 


(例） （1) (の 


Tfm 

RADI 

I ' 

0 ◄ 77.5 MHz ► 

Iwm] 


し 

( A み B ) 録音リスト表示 

[FM 

I 


( 1 ) チユーニング(選局)バー 

(2) 受信中の周波数 


♦ FM ラジオでの操作 

FM ラジオでよく使う操作を示します。 

♦選巧(チューニンク） 

@または、 因を押して選曲します。 

♦録音開始 

FM 受信画面で \~ m ~\ を押ずと録音を 
開始します。 






























♦停止(録音•再生） 

I ■ I を押すと録音や再生を停止しま 
す。 

♦一時停止 

録音や再生を一時停止するときはを 
押します。 

再開するときもを巧します。 
♦音量を上げる•下げる 

音量を上げるときはじ岂を、下げるとき 
は Iv ^ il を押します。 


♦ステレオ受信/モノラル受信を 
切り替える 

放送が FM ステレオ放送のとき、これをス 
テレオ受信するか、モノラル受信するか設 
定することができます。 

ステレオ受信でノイズが多く聞きにくし、場 
合には、モノラル受信じすればノイズが低 
減されて聞きやすくなります。 

1 FM 受信画面で画押します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「ステレオ」を選巧します。 

ステレオ/モノラル選択画面が表示さ 
れます。 

Q 「ステレオ」または r モノラル」を選 
巧します。 

FM 受信画面に戻ります。 


♦放送局を登録する 

よく聞く放送局を登録しておけば、選局し 
やすくな U ます。 

©自動で登録する 

自動的に選局して、受信できる放送局をす 
ベて登録します。 

1 FM 受信画面で [ mMJI を押します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「才ートプリセット」を選巧します。 

実巧確認画面が表示されまず。 

ク「はい」を選}尺します。 

選局•登録を実行棲、プリセット呼出 
画面に登録された局の周波数が表示さ 
れます。 

電波が弱い放送局は登録できない I 

ことがあります。また、雑音など 
により放送局 W 外が登録されるこ 
とがあります。そのときは手動で 
登録しなおしてください。 


◎手動で登録する 

1局ずつ選局して登録します。 

1 「♦ FM の受信操作」26ぺージ） 
のま順で登録したい放送局を選局 
します。 

2画 Mg を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

3「プリセツト保存」を選がします。 

プリセツト保存画面が表示されます。 

4登録するチヤンネルを選がします。 

登録を実行後、 FM 受信画面に戻ります。 
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♦登録した放送局を聞く 

登録した放送局を闇くときは次の方まで呼 
び化します。 

1 FM 受信画面で 阿 Mil を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「プリセット呼出」を選巧します。 

プリセット呼出画面が表示されます。 

• FM 黄信画面でを押しても、プリ 
セット呼出画面が表示されます。 

Q 登録した放送局(周放数)を選巧し 
。ます。 

受信局が切り替わって、 FM 受信画面(こ 
戻りまず。 

♦登録した放送局を削除する 

登録されている放送局を削除します。 

1 FM 受信画面で画!^を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「プリセット設定削除」を選がしま 
す。 

削隙選択画面が表示されます。 

3「削除」を選巧します。 

削除チャンネル選択画面が表示されま 
す。 

4チャンネル(周波数)を選}尺します。 

削除実行後、 FM 受信画面に戻りまず。 


•登録したすべての局を削除ずる場 
合は、上記手順3で r すべて削隙」 
を選択してください。 

• 上記手順3で「キヤンセル」を選択 
すると、削除が中止されます。 


FM 放送を録音•再生する 

FM 放送を録音して、後で闇くことができ 
ます。 

FM 放送を録音するときは 、 LINE 
IN 端子には何も接続しないでくだ 
さい。 


♦録音をする 


1 FM 放送受信が態で I ♦ I を押し 
ます。 

録音がスタートしまず。 

•録音の一時停止/再開は [► n ] で巧いま 
す。 

•録音を停止するときは ri ~ i を押し 
まず。 

•録音されたデータは ITM 日01. MP 3、 
FM 002. MP 3 …」と順器にファイル 
ちが付けられて保存されます。 

•周囲の環境により雜音が入ること 
があります。 

•大切な録音を巧う前に、試し録音 
をして録音音質、録音レベルが適 
正か確認*設定を巧ってくださ 
し、。録音レベルが適正に設をされ 
ていないと音がひずむことがあり 
ます。 


♦再生をする 

録音した放送を再生します。 


へッドホンをへッドホン端子に接 
輪してください。 
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©ファイルをを選んで再生させる 
1 FM 受信画面で区三国を巧します。 

録音ファイルのリスト画面じなります。 

2再生したいファイルを選}尺します。 

選択した録音ファイルが再生されます。 

@じ I 前再生していた録音ファイルから 
再生する 

1 FM 受信画面で区三!]を押します。 

録音ファイルのリスト画面になります。 

2画 Mg を巧します。 

メニュー画面が表示されます。 

3「リジューム再生」を選がします。 

前再生していた録音ファイルが再生 
されまず。 


♦録音レベルを設定する 

録音するときの録音レベル(音の大きさ）を 
r 高」 r 中」 r 低」の3段階で切り替えることが 
で含ます。 

1 FM 受信画面で画!^を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2「録音レベル」を選}尺します。 

録音レベル選択画面が表示されまず。 

Q 録音レベル（高、や、低）を選巧し 
ます。 

FM 受信画面に戻りまず。 


♦録音音質を設定する 

録音するときの音質を「高」「中」 r 低」の3段 
階で切り替えることができます。 

高音質に設定すると、音は良くなりますが 
録音できる時間が短くなります。 

1 FM 受信画面で [ mMJ | を巧します。 

メニュー 画面が表示されまず。 

2「録音音質」を選巧します。 

録音音質選択画面が表示されます。 

3録音音質(高、や、低)を選がします。 

FM 受信画面に戻りまず。 


録音時のお式、音質は巧のようじなりま 
す。 

録音お式：MP3、音質 r 高」： 128kbps 
音質 r 中」： 112kbps、 音質 r 低」： 96kbps 


参考 

録音中にへ、ソドホンで聞こえる音量は、 
録音される音量とは異なりまず0録音音 
量を確認するときは、録音した音楽を再 
生して確認してください。 


♦パソコンへ録音ファイルをバッ 
クアップする 

本機巧の録音データをパソコンにバック 
アップ(保存)するときは、本機をパソコン 
に接結し（面 '38 ぺージ）、「リムーバブル 
ディスク」巧の fM 」 フォルダから、データ 
をパソコン側へコピーしてください。 

パソコンへ コピー したファイルの 
日付けは、全て「2006/1/1 0:00」 
と表示されます。 
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I その他の機能や設定 I 

再生中には、みの磯能を合わせて使うこと 
ができます。 FM 放送受信中は、これらの 
磯能は働きません。 

• EQ : 

再生時の音響効果を次のパターンから選 
ぶことができます。 

ノーマル ジャズ □ック 

クラシックポップ パス 

♦リピート(繰り返し再生）： 

總リ返し再生の設定を巧います。 

T 曲 オフ 

♦FM トランスミッター： 

FM 電波を送信して、 FM ラジオで録音し 
た放送を闇くことができる FM トランス 
ミッター機能(函= 31ページ)を働かせるか 
どラかを設定します。 

♦削餘： 

録音ファイルを削除します。（唐^ち記） 

@EQ の設定 


1巧：再生させた録音ファイル 
を、停止させるまで觸リ返 
し再生します。 

オフ：リピート機能を解除します。 


録音ファイルを削除する 

収録されている録音ファイルを削除しまず。 
削除ずる単位は、1件ごと、すべての録音 


ファイルでず。 

-度削 


一度削除した録音ファイルを復元 
することはできませんのでご注意 
ください。 


1録音ファイルのリスト画面で、削 
除したいファイルを選びます。 

2画 Mg を押し、「削除」を選}尺しま 
す。 

削臨選択画面が表示されまず。 


1録音ファイルのリスト画面や再生 
画面にし、 [ MEi ^ を巧します。 

メニュー 画面が表示されます。 

2 「 EQ 」 を選がします。 

音響効果ノ \ターン選択画面が表示され 
ます。 

•設定されている音響効果の左に 
チェックマークレ)がついています。 

3音響効果パターンを選がします。 

リスト画面などに戻ります。 

@リピートの設定 

1上記の 「 EQ の設定」と同様の操作で 
「リピート」を選巧して設定しま 
す。 -30 


3「削除」を選}尺します。 

選んだファイルの削隙確認画面が表示 
されます。 

4「はい」を選がします。 

削除が行われ、リスト作成が行われま 
ず。その後、リスト画面に戻りまず。 


• すべての録音ファイルを削除する 
場合は、上記手順3で「すべて削 
隙」を選択してください。 

• 上記手順3で「キヤンセル」を選択 
すると、削除が中止されます。 
•録音ファイル再生中に削隙の操作 
を行った場合は、上記手順3の操 
作はありません。 


















FM トランスミツター機能を使う 


本機に収録された音楽ファイルや音声ファイル、録音ファイルを再生ずるとき、 FM 電波で 
FM ラジオなどの FM 受信機に送信ずることができまず。 


送信の操作 


♦ FM トランスミッター機能を使う 
ときのご注意 

•おくの FM 受信機でしか受信できません。 
本磯の FM トランスミッター磯觸ま、無線 
局の免許を必要としない微弱電波を使巧 
しています。微弱電波は、 FM 放送などの 
電波を妨害しないように、極めて低い出 
力で送信される電波ですので、極くおく 
でのみ黄信できます。 

•付属のへッドホンのコードがアンテナ【こ 
なります。 

必ずが属のへッドホンを正しく接続し、 
コードをまっすぐ伸ばしてご使用くださ 
い。 

また、 FM 受信機とコード（アンテナ)の巧 
度や位置、周囲の環境(おくに金属物や電 
化製品があるなど)(こよって受信状態が変 
わりまずので、コードの位置や伸ばす方 
向などを変えてみてください。 

•ご使用の FM ラジオなどによっては、受信 
状態が良くないことがありまず。 

•車載の FM ラジオを使用ずる場合、車種に 
よつては雑音が入ることがあります。 


本機能を利用して著作権の対象と 
なっている著作物を化人(こ聴かせ 
るためじ送信ずることは、著作権 
者などからの許詰を受けているな 
どの事情がない限りは、著作権を 
侵害する恐れがありまずので、厳 
重にお控えください。 
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FM トランスミッター機能のオン/オフの 
設定は、音楽モード、ボイスレコーダー 
モード、 FM ラジオモードそれぞれで巧い 
ます。 

1送信を行 ラモー ドのリスト画面や 
再生やの画面にします。 

音楽モード：アルバムリストや巧リス 
卜の画面などや再生中の画面 
ボイスレコーダーモード：音声ファイ 
ルのリスト画面や再生中の画面 
FM ラジオモード：録音ファイルのリス 
卜画面や再生中の画面 

2画 Mg を巧します。 

「 EQ 」 などを選択するメニュー画面が表 
示されます。 

Q 「 FM トランスミッター」を選巧しま 
づす。 

オン/オフ選択画面が表示されまず。 

4「オン」を選がします。 

送信周波数選択画面が表示されまず。 
87.7 MHz 、87.9 MHz 、88.1 MHz 、 
88.3 MHz 、88.5 MHz 、88.7 MHz 、 
88.9 MHz から選択できまず。 


ご使巧になる地域の FM 放送と重な 
らない周波数を選択してください。 

5送信周ミぶ数を選がします。 

リスト画面などじ戻りまず。 



0 設定したモードで、音楽などを再 
生します。 

電波が送信されまず。 

7 FM 受信機の FM 受信周放数を、ま 
順5で選巧した周液数に合わせま 
す。 

受信されることを確認してください。 

3受信がミ兄により、受信が態がちく 
なるよラにヘッドホンのコード(ア 
ンテナ)の位置や伸ばす方向を変え 
てみてください。 

♦音量を調整する 

FM 受信機の音量は、 FM 受信機のボリュー 
ム(音量調整)で調整できるほか、本磯のボ 
リューム(音量調整)でも調整できます。 

1 FM 受信機で、一般の FM 放送を受 
信し、ボリユームを調整します。 

2本おから音楽などを送信し、受信 
側で受信します。 

3本おの固、回で、受信側の音量 
が一般の FM 放送を受信したときと 
同じぐらいになるように調整しま 
す。 


本機のボリュームを上げすぎると 
音がひずむことがありますので、 
そのようなときは、音がひずまな 
い程度に本磯のボリュームを下 
げ、受信側で調整してください。 


FM トランスミッター機能 
ご使巧上の参考 

©力ーラジオで聞く場合 

カーラジオは車種により、 FM ラジオの感 
度が大きく異なります。ご利用の車種で雑 
音が多かったり、受信できない場合は、下 
記の確認*対応をしてみてください。 

1. 車種により、カーラジオのアンテナの位 
置が異なります。車の取扱説明書や、 
ディーラーにお問い合わせいただき、ア 
ンテナの位置を確認してください。 

2. 本機にヘッドホンを措続してコードを伸 
ばし、カーラジオのアンテナに、平巧に 
なるようにして、できるだけおくに置き 
ます。（アンテナから遠いと黃信状態が 
悪くなります）。 

3. 本機からの電波をカーラジオで受信し、 
受信が態を確認します。 

◎ラジカセなど才ーデイオ機器で聞く 
場合 

オーディオ磯器の FM ラジオは、基本的に 
微弱電波を受信するようになっていません 
ので、遠く離れると受信できません。 

本磯にヘッドホンを接続し、オーディオ機 
器のアンテナのできるだけおくに、ヘッド 
ホンのコードを伸ばして置く必要がありま 
す。 

また、 FM ラジオの機種によってはノイズ 
除ま機能が働き、全く黃信できない場合が 
あります。この塌合は、別の FM ラジオで 
お試しください。 
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♦こんなときは 

FM トランスミッター機能で送信した音楽 
などを FM ラジオで受信したとき、雑音が 
多い、モノラルで受信されるなどの状況に 
なる場合は、下記を確認してください。 

•本機のへ、ソドホン端すにきちんとへ、ン 
ドホンが接輸されていますか？ 

■4 ヘッドホンのコードがアンテナにな 
るので、正しく接続しないと電波が 
送信されません。 

•へ、ソドホンのコードは伸ばして置かれ 
ていますか？ 

■4 コードが丸まっていたり、キ斤りたた 
まれていると、電波は弱くなりま 
す。 

•へ、ソ ドホンと オーディオ 磯器や カーラ 
ジオの位置関係は適切ですか？ 

■4 へッ ドホンと FM ラジオのアンテナ 
のち向は平巧になるよラにすると受 
信しやすくなります。また、距離は 
できるだけおづけてください。/ 



• FM トランスミッターの送信周波数や 
FM ラジオの周波数は適切ですか？ 

-► 送信周波数と黄信周波数を合わせな 
いと正しく受信できません。 

また、 FM 放送局におい周波数を選 
択すると雑音が多くなることがあり 
まず。 

この場合は、送信/受信周波数を変 
えて、より影響のかない周波数をお 
選び < ださい。 

(本磯は7種類の周波数が選択でき 
ます。） 


•本磯のポリュームは適切でずか？ 

-► FM トランスミッター磯能で発信す 
る音量は、本磯のボリュームで調節 
で含まず。 

FM ラジオで大きな音を出していな 
いのに音が割れたり、歪んで闇こえ 
る場合は、で本機のボリューム 
を下げてみて <ださし、。 
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さ種設定について 


本機の基本的な設定を変更することができます。 


♦設定-確認できる項目 

次の7項目の設定や確認ができます。 
♦オートパワーオフ： 

キー操作がなかったとき自動的に電源が 
切れる時間を設定することができます。 
(再生/録音中、 FM ラジオ黃信中は除く） 

♦スリープタイマー： 

音楽や FM 放送を闇きながら設定した時間 
で電源を切ることができます。 

•バックライトオフ： 

表示部の点 W 時間を変えることができま 
す。 

♦コントラスト： 

表示部の濃度を調整することができま 
す。 

♦フエードインボリューム： 

電源を入れて最初に音が化るときに徐々 
に音量を大きくずることができます。 

♦設定の初期化： 

各種設定や音楽プレーヤー、ボイスレ 
コーダー、 FM ラジオの設定を初期が態 
に戻すことができます。 

♦製品情報： 

製品のバージョン情報、メモリ使巧状 
況、音楽ファイルの数を確認することが 
できます。 


才~广ノ\°フ~才 ) _ 

キー操作がなかったとき自動的に電源が切 
れるまでの時間を設定できます。 


再生や録音、 FM ラジオの受信中は 
オートパワーオフは働きません。 

1モード選が画面で r 設定」を選巧し 
ます （ 陋 を選んで回を巧す)。 

設定メニユー画面が表示されます。 

2「才ートパワーオフ」を選巧します。 

オフ時間選択画面が表示されます。 
「オフ」、 n 分」、に分」、「3分」、「4か」 
「5か」の中から選択できます。 

3時間を選がします。 

選択した時間に設定され、設定メ 
ニュー画面に戻ります。 
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スリープタイマー _ 

音楽や FM 放送を聞きながら設定した時間 
で電源を切ることができまず。 

1設定メニユー函面で r スリープタイ 
マー」を選がします。 

スリープ時間選択画面が表示されます。 
「オフ」、「30分」、「4日分丄「60分」、 
「7日分」、「90分」の中から選択できま 
す。 

2時間を選がします。 

スリープタイマーがスタートし、設を 
メニュー画面に戻ります。 

選択した時間が経過すれば電源が切れ 
ます。 


電源を切るとスリープタイマーの 
設定は r オフ」になります。 


バックライトオフ 

バックライトの点な時間を変えることがで 
きます。 

1設定メニユー函面で r バックライト 
オフ」を選がします。 

バックライト点の時間選択画面が表示 
されます。 

r 日秒」、 n 日秒丄に0砂」、「30砂丄 
「60砂」の中から選択できまず。 

2時間を選がします。 

時間が設定され、設をメニュー画面じ 
戻りまず。 

バックライトが点のしてから、設定し 
た時間が経過すれば消財まず。 
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つントラスト _ 

表 7 F 部の濃度を調整します。 

1設定メニユー画面で r コントラス 
卜」を選}尺します。 

コントラスト（表示濃度)調整画面が表 
示されます。 

2固、回で面面を見やすい濃さに 
調整して、けを巧します。 

濃度げ設定され、設をメニュー画面に 
戻ります。 

固：押すと濃くなりまず。 

回：押すと淡くなります。 

押したままにすると連続的に濃度が 
変わります。 


三ェ —トイソホリューム 

急に大音量が化て耳を痛めることを防ぐた 
め、電源を入れて最初に音が出るときに 
徐々に音量を大きくする機能です。 

1設定イニユー画面で r フエードイン 
ボリユーム」を選}尺します。 

オン/オフ選択画面が表示されまず。 

2「オン」を選}尺します。 

フェードイン ボリュ ームが r オン」に設 
定され、設をメニュー画面に戻ります。 












I 設定の初期化 _ I 

各種設定や音楽プレーヤー、ボイスレコー 
ダー、 FM ラジオの設を項目を初期状態に 
戻すことができまず。 

1設定メニユー函面で r 設定のネリ期 
化」を選巧します。 

リセ、ソト選択画面が表示されます。 

2「リセット」を選巧します。 

設定が初期のが態に戻され、設をメ 
ニュー画面に戻りまず。 


I 製品情報 _ I 

製品のバージョン情報、メモリ使巧状況、 
音楽ファイルの数を確認することができま 
ず。 

1設定メニュー画面で r 製品情報」を 
選がします。 

製品情報が表示されます。 

2回で画面を送って内容を確認しま 
す。 

回]を押すと設定メニュー画面に戻りま 
す。 
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パソコンと接続する 


パソコンに本磯を接続し、パソコンから音楽データを取り込んだり、本機で録音したデー 
夕をパソコンにバックアップすることができます。 


必要なシステム構成 I 

本磯をパソコンに接続して、音楽データな 
どを取り込む（コピーする）ために必要なパ 
ソコンのシステム構成は次のとおりです。 

対応磯種：旧 M PC/AT 互換磯 
0S : 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 
Microsoft® Windows® XP Professional 
Microsoft® Windows® 2000 
Microsoft® Windows® Millennium Edition 
Microsoft® Windows® 98 Second Edition 
その化： USB インタフェース、 CD-ROM 
ドライブ 

OS が Microsoft® Windows® 98 Second 
Ed 怕 on の場合は、付属の CD-ROM に収録 
されている USB 対応ドライバーをインス 
I ルしてください。 （雨 42 ぺージ） 


恒楽を本機に取り込む手細 

CD などの音楽を本機に取り込むための手順 
を説明します。 

♦ CD から音楽をパソコンに取り込む 

Microsoft®Windows Media® 円 ayer 1 日な 
どを使って、音楽 CD のデータをパソコンに 
取り込みます。 


1パソコンで Microsoft ® Windows 
Media ® PlayeMO を起動させます。 

2 CD をパソコンに挿入します。 

3「取り込み」タブをクリックします。 

4取り込みたい巧を選巧して「音楽の 
取り込み」ボタンをクリックしま 
す。 

パソコン への 取り込みが開始されまず。 


•パソコンをインターネットに接続 
したが態で取り込みを巧うと、ア 
ルバム名、アーティスト名、など 
を自動的に付けることができま 
す。（ここでがけられたアルバム 
名などは、本磯に取り込んだ時の 
お類に使用できまず。） 

インターネットに接続しない場合 
でも、取り込んだ曲に手動で巧名 
などをがけることができます。 

•コピー防止機能を持った CD は取 
り込むことができません。 

•著作権保護のため、 CD の音楽 
データを取り込む隙は複製を制限 
する設定を巧ってください。 

•取り込みの方まや設定など詳しく 
は、 Microsoft® Windows Me¬ 
dia® Player 10 のヘルプや市販の 
解説書などを参照してください。 
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♦本機をパソコンに接続する 

パソコンが起動している状態で、付属の 
USB 対応ケープルを図の①③の順番で本 
磯とパソコンに接続します。 ( 本磯に差し 
込むときは、コネクタの riN 」 と書いてある 
面を上に向けて差し化んで<ださい。） 
パソコンに接続すると本磯の画面が LINK!! 
画面(接続中の画面）になります。 



• US 目コネクタが入りにくし、とき 
は無理に差し化まず、コネクタの 
向きを確認してください。 

•データ鼠送中 （ Reading または 
Writing 表示のとき）は 、 USB 
ケーブルを抜かないでください。 

• LINK ! 陋面になっているときは、 
本磯のすべてのキーが働きませ 
ん。 


♦メディアプレーヤーでデータを 
転さする 

Microsoft ® Windows Media ® Player 10 ® 
同期機能などを利用して、パソコンか6本 
機へ音楽データを廣送しまず。 


1パソコンで Microsoft ® Windows 
Media ® 円 ayeM 0を起動させます。 

2 [同巧]タブをクリックします。 



3「再生リストの編集」ボタンをク 
リックします。 

再生リストの編集画面が表示されま 
ず。 

4本おにち送したい音楽データを選 
巧し、 「 OK 」 ボタンをクリックしま 
す。 

R 「同巧の開始」ボタンをクリックし 
ます。 

選択した音楽データが本機に廣送され 
まず。 


パソコンか弓、本機の電ミせを巧電する 

上記のように付属の US 己対応ケーブル 
でパソコンと本機を接続すると、パソ 
コンから本機に電力が供給され、電池 
げ巧電されます。 

ただし、バソコンによっては、充電で 
きない場合があります。本機の画面 
が充電中画面になるか確認してくださ 
し、。（が8ぺージ） 
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♦ファイルコピーの操作で 
データなどをコピーする 

本磯をパソコンと接続すると、パソコンの 

US 巨か部ドライブ（リムーパブルディスク） 

として認識され、パソコンから本機にファ 

イル(データ）をコピーすることができます。 

1本機をパソコンに接続します。 

2「マイコンピュータ」をダブルク 
リックします。 

ク「リムーバブルディスク」をダブル 
クリックします。 

4必要なファイルを「リム—バブル 
ディスク」の中にコピーします。 

•この方まで音楽データ （M P 3な 
ど)を コピーす ることができます 
が、著作権を侵喜する恐れがあり 
ますので、 Microsoft®Windows 
Media ® 円 ayer 10などをお使いに 
なることをお勧めします。 

• ファイルはリムーパブルディスク 
直下（ルートフォルダ）にコピー 
し、 LINE - IN 、 VOICE 、 FM フオル 
ダにはコピーしないでください。 
フォルダ構成じついては、44 
ページを参照ください。 

• 著作権保護がかけ6れているデー 
夕はファイルコピーの操作じより 
コピーを巧っても再生できませ 
ん。 
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♦本機をパソコンから取り外す 

本磯をパソコンからま全に取りはずすため 
じ、下の手順を巧いまず。 

( Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
を例に説明していまず。それ切かの OS をお 
使いの際は、操作が一部異なりまず。市販 
の解説書を参照してください。） 

1パソコン上のタスクバーにある 
「ハードウエアのま全な取りかし」 
アイコンをダブルクリックします。 


.《灰。:12 


2本機に該当する rusB 大容量記憶 
装置デバイス」をクリックし、 
[停止]ボタンをクリックします。 

3 「 USB 大容量記憶装置デバイス」を 
クリックし、 [ OK ] ボタンをクリッ 
クします。 

4 [閉じる]ボタンをクリックします。 

パソコンか6本機を取りかしてくださ 
い。 

•パソコンから本機を取り外したと' 
きリスト作成中と表示され、使用 
できるまで数分かかることがあり 
まず。 

•本機から US 目コネクタを抜いたと 
き、ごく稀に本機の画面が LINK 
画面のままになることがありま 
す。そのときは、本機の裏面にあ 
る RESET スイ、ソチをボールペンで 
押してから IM 0 DEI を押し、電 
源を入れてください。 


CD の®を PC へ取り込むときのご注意 

歌詞情報を入力する音楽 CD のせを、パソコ 
ンへ取り込むときは 、 Windows Media ® 
Player で音質を1 60 kbps 下のビット 
レートに設をして取り込んでください。 
詳しくは市販の解説書を参照してください。 


左記の操作を巧ったあと、同期を巧って音 
楽ファイルを本磯に転送してください。 


本磯をフォーマットすると、はず 
§ s ^ m したチェックが再び入りますの 
で、再度上記操作を巧ってチェ、ソ 
クをはずしてください。 


「プ□パティと設定を表示します」ボタン 
(図 A ) 


Windows Media®Player 
ご使用時の注意 

本機で音楽ファイルを再生する場合、音楽 
ファイルはずべて本機のルートフォルダに 
お < 必要がありまず。 

Windows Media ® Player を使用して本機 
と同期させる場合には、プ□バティにて、 

「デバイスにフォルダ階層を作がする」 

のチェックがはずれていることをご確認< 
ださい。 ここでは Windows Media ® 
Player 10を例に説巧しています。 

1パソコン上で Windows Media ® 
Player 10を起動し、同 g 目する華 
おを整える。 

2本おとパソコンを USB 巧応ケーブ 
ルで接続し 、 Windows Media ® 
Player 10に本機を認識させま 
す。 

3「同巧」タブ画面にある「プロパティ 
と設定を表示します」ボタンをク 
リックします。 （が 図 A ) 

4「デバイスにフォルダ階層を作巧す 
る」のチェックがはずれていること 
を確認してください。 （が 図 B ) 

参もし、チェックが入っているとき 
は、はずしてください。 

5「適用」ボタンをクリックしてミモ定 
します。 

0 「 OK 」 ボタンをクリックしてウィン 
ドウを閉じます。 
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イ寸属プロクラムのインス I ル 


付属の CD - ROM に収録されているパソコンソフトのインス!ルちまを説明します。 


♦収録ソフト 

付属の CD - ROM には、次のソフトが収録さ 
れています。 

■USB 巧応ドライバ ( Microsoft ® Windows ® 
98 Second Edition 用） 

•歌詞編集ソフト 

♦歌詞編集ソフト使巧に必要な 
システム構成 

対応磯種：旧 M PC / AT 互換磯 
0 S : 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
Microsoft ® Windows ® XP Professional 
CPU : Intel ® Pentium ® I 3001 VIHzLU 上 
HDD : 20 MB 切上の空き容量 
メモリ： 128 MB 切上 
ディスフ。レイ： SVGA (800 X 600 ドット） 
J ： U 上、および、八イカラー 
(6 日，日36色)上の解像度を 
持つカラーディスプレイ 
その他： CD - ROM ドライスマウス、サウ 
ンドカード-スピーカーなど音楽 
が聞ける装置 

Microsoft ® Windows Media ® 
PlayeMO 政上 

Adobe ® Acrobat ® Reader ™ また 
は Adobe © Reader ™ 


本ソフトウてアで編集を行うじは、 

Microsoft ® Windows Media ® 
PlayerlO 切上が必要です。 


歌詞編集ソフトを使う 


♦歌詞編集ソフト①インス I -ール 

歌詞編集ソフトは、本機で歌詞表示を巧う 
ために、音楽 CD などの音楽データに歌詞 
データおよび歌詞表示切り換えのタイミン 
グ時間を付如するためのソフトウてアで 
ず。（音楽 CD に歌詞データは入っていませ 
ん。） 

歌詞を入力するデータは、 160 kbps 切下の 
ビットレートに設定されている必要があり 
ます。（毎=40ページ） 

編集巧をデータ： WMA 形式の音楽データ 
動作可能 0 S :左記の 0 S 

1パソコンの CD-ROM ドライブに巧 
属の CD-ROM をセットします。 

自動的にプ□グラムが起動し、切下の 
画面が表示されます。 
















プ□グラムが自動的に起動しない場を 
は、エクスプ□ーラから CD - ROM を開 
き rinstaller . exe 」 ファイルを実巧して 
くださし、。 

2面面内の r 歌詞編集ソフトのインス 
卜ール」ボタンをクリックします。 

インス!-ールが開始されます。 

•画面の指示【こしたがってインス!-一 
ルを巧ってください。 
•インストールが完了したら r 完了」を 
クリックします。 

♦歌詞編集ソフトを起動する 

インス I -ールした歌詞編集ソフトを起動さ 
せまず。 

1パソコンのデスクトップに作られ 
ている r 歌詞編集ソフト」アイコン 
をダブルクリックします。 



2ま示されるダイア□ヴボックスの 
内容を確認して〔〇のをクリックし 
ます。 

歌詞編集ソフトが起動します。 


本磯で歌詞表示できる言語は、曰 
本語(第1水準、第2水準)のみであ 
り、韓国語や□シア語などの文字 
を利用して歌詞データを入力され 
ても本機では正常に表示されませ 
んのでご注意 < ださい。 


◎) 歌詞編集ソフトのマニュアルを見る 

歌詞編集ソフトの使いかたは、付属の CD - 
ROM に収録されているマニュアル r 歌詞編 
集ソフトの使いかた」をご覧ください。 

•歌詞編集ソフトのマニュアルは、ス 
夕ートメニュ ー- ►ずべてのプ□グラム 
一 SHARP Digital Audio Player ーマ 
ニュアルと選んで表示させます。マ 
ニュアルを見るには Adobe ® Acrobat ® 
Reader ™ ( Adobe ® Reader ™) が必要で 
ず。必要に応じアドビシステムズ社の 
サイトよりダウン□ードしてインス 
I -ールしてください。 


USB 対応ドライバをインス 
I —ルする 

Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition 
をお使いの場合にのみインス I ''―ルしてく 
ださい。ほかの 0 S をご使用の場合はインス_ 
I -ールしないでください。 

♦ドライバのインス!ル 

r 歌詞編集ソフトのインス I ル」と同じ手 
順でインス!ルします。 

手順2の r 歌詞編集ソフトのインストール」 
ボタンをクリックずる代わりじ、「ドライバ 
のインス I ''ール」ボタンをクリ 、ソク してくだ 
さし、。 


インス!-ールした後は、必要に応 
じてパソコンを再起動させてくだ 
さし、。 




参考にしてほしいこと 


異常が発生したときの処理 

ご使用中に強度の外来ノイズや強いシヨ、ソ 
クを黄けたときなど、ごくまれにずベての 
キーが働かな < なるなどの異常が発生する 
ことがありまず。 

このときは、本機の裏面にある RESET ス 
イッチをポールペンなどで巧して離したあ 
と、 n ^ OD 巧 を押してください。 

• RESET スイッチを押しただけでは、表示 
は変わりません。 


ご購入直後の状態（初期状 
態）に戻したいときは 

パソコンで本機のメモリをフォーマットし 
ます。 

メモリをフォーマットすると本機にあるす 
ベてのデータが消まされます。設定も初期 
状態に戻ります。 （40 ぺージの「デバイスじ 
フォルダ階層を作成する」設定のチェック 
も再び入りまず。） 

1本機とパソコンを接続します。 

2「マイコンピュータ」をダブルク 
リックします。 

3本機に該当する r リムーバブルデイ 
スク」をちクリックし、「フオ ー 
マット」を選びます。 


• rFAT32」J： が H ま選ばないでくだ 
さい。 

• Windows ® 98 second edition お 
よび Windows ® Millennium Edi - 

tion では、「ファイルシステム」の 
「 FAT 32」 は、表示されません。 
そのまま r 開始」をクリ 、ソク してく 
ださい。 


5「閉じる」ボタンをクリックしま 
す。 

0本機をパソコンから取りはずしま 
す。 


フォーマツトの対象が本機である 
ことをよく確認してから実行して 
くださし、。 

誤って、化のドライブをフォー 
マツトするとパソコン上の大切な 
ファイルを消ずことじなりますの 
でごを意ください。 


4「ファイルシステム」の rFAT 32」 を 
選び、「開始」をクリックします。 
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巧電池じついて _ 

充電池は消耗品です。充放電を總リ返ずう 
ちに劣化し、使用時間が極端に短くなりま 
ず(常温で約3日0回が目まです)。 

充電弛の劣化は、使巧状況や動作環境に 
よって異なります。 

满充電にしても極端に使用時間が短くなっ 
たときは、充電池の寿命ですので交換して 
ください。この製品の充電池はお客様では 
交換できませんので、製品に同栖しており 
ます r お客様ご相談窓□のご案内」をご覧の 
うえ、もよりの サービス 会社へお申し付け 
くださし、。 

充電池の交換は有償となります。 

廃棄するときのお願い 

この製品に使用しているリチウムポリマー 
充電池は、リサイクル可能で貴重な資源で 
す。この製品の廃棄に隙しては、もよりの 
サービス 会社へお申し付けくださし、。 


パソコン接続時のフォル續 
構成について ! 

本磯をパソコンに接続すると、 Windows 上 
では、下記のようなフォルダがあらかじめ 
保存されたリムーバブルディスクとして見 
元ます。 

I . リムーバブルディスク 


[_ ]「 FM 」 フォルダ 

[_ ]「 LINE - IN 」 フオルダ 

む. 「 SYSTEM 」 フォルダ 
[_ ]-「 VO に E 」 フォルダ 


•「 FM 丄 ruNE - iN 丄 rvo に E 」 フォルダ 
は、それぞれ FM 録音、ダイレクト 
( LINE - IN ) 録音、ボイスレコーダー機能 
で録音を巧ったときじ自動的に作成され 
まず。 

リムーバブルディスクおよび、上記の 
フォルダ巧に、新たなフォルダを作った 
り、ち前を変更したりしないでくださ 
い。 
















音楽配信サイトからの 
音楽の購入について 

本磯は、音楽配信サイトから購入した音楽 
データを取り込んで、闇くことができま 
す。 


から[ファイルまたは再生リストを 
追加]を選巧します。 

4購入した音楽デ—夕を指定して、 
[問く]をクリックします。 

5デー タを本機に コピー します。 

(属= 38ページ） 


音楽配信サイトから音楽データを 
購入される隙は、みの事項にご注 
意 < ださい。 

• WMA 形式の音楽ファイルを配信 
しているサイトをご利巧くださ 
い。 

• WMA 形式 W 外で配信されている 
音楽データは、本磯では再生でき 
ません。 （ WMA 形式];(かで配信 
されている音楽データを 、 WMA 
形式に変換することもできませ 
ん。） 

なお、音楽配信サイトからの購入 
ちまやダウン□ー ドのしかたなど 
は、音楽配信サイトの情報を参照 
くださし、。 


購入した音楽データを本磯で闇くために 
は、 Microsoft ® Windows Media ® 
PlayerlO などを利巧して、本機へ音薬データ 
をコピーしまず。 

1パソコンで、 Microsoft®Windows 
Media ® PlayerlO を起動します。 

2 [ライブラリ]タブをクリックしま 
す。 

3画面ち下の[ライブラリの追加]を 
クリックし、ま示されるイニュ ー 
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本体 


お名 

MP-A300 

MP-A200 

MP-A100 

品名 

デジタルオーディオプレーヤー 

內蔵 メモリ 

1 GB 

(ユーザー領域： 987 MB ) 

512 MB 

U - ザー領域： 486 MB ) 

256 MB 

(ューザー領域： 235 MB ) 

巧雲時間 

約4時間 ( AC アダプター使巧時） 

入出力端子 

へッドホン（¢2.5) LINE IN 端子（¢2.5)専用ミニ USB 端す 

巧応ファイル 

ファイル形式 WMA 、 MP 3 

録音可能ファイル数 

最大400 

最大 290&1 

再生時間 

最大約20時間連縮再生可能(再生条件 MP 3 ファイル、音量：15、バッ 
クライト：オフ、 FM トランスミッター:オフ 、 EQ : ノーマル、使巧温 
度25で） 

《 FM トランスミッター：オン時の再生時間は、最大槪日時間です。 

《使巧環境や使用ち法じより、再生時間が短くなることがあります。 

最大録音時間* 2 

約20時間 

(録音条件録音音質： 

低 (96 kbps )) 

綿 10 時間 

(緑音条件録音音質： 
低 (96 kbps )) 

御日時間 

(録音条件録音音質： 

低 (96 kbps )) 

使巧温度 

〇で〜40で 

最大出力 

5 mW 

FM チューナー 

周波数難囲76.0〜90.0 MHz 

FM トランス5ツ 
ター 送信可能周波数 

87.7 MHz /87.9 MHz /88.1 MHz /88.3 MHz /88.5 MHz /88.7 MHz / 

88.9 MHz 

使巧電源 

リチウムポリマー内蔵充電池(約 580 m Ah ) 

消費電力 

2.4 W 

かお寸法 

幅 54 mm X 高さ 85.6 mm X 厚さ 9.4 mm 

質量 

約 70 g 


:音楽ファイル、録音ファイルの合計。 

ファイルサイズが大きいときは、これ6のファイル数より先にメモリが--杯じなる 
ことがあります。 

《2:連麻して録音する場合、遠中で充電をする必要がありまず。 
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AC アダプター ( EA -74) 


入力 

AC 100 V 50/60 HZ 

定格出力 

DC 5 V 、 600 mA 


付属ケーブル 


USB 対応ケーブル 

約 145 cm 

Line-in ケーブル 

約 145 cm 

プラグを換ケーブル 

約1 1 cm 

へツド ホン 

約 145 cm 


ちモードのステレオ/モノラル録音について 



音楽 (LINE-IN) 

ボイス レコーダー 

FM ラジオ 

録音チヤンネル 

ステレオ録音&- 1 

モノラル録音 

ステレオ録音* 2 


外部音源がステレオ録音されているときのみ 
《2黄信する FM 放送がステレオ放送で、本磯をステレオ黃信に設定しているときのみ 

さモードの録音初期設定値 



音楽 (LINE-IN) 

ボイス レコーダー 

FM ラジオ 

録音音質 

高 

中 

高 

録音レベル 

中 

中 

中 

ステレオ/モノラル受信 

- 

- 

ステレオ 


録音音質と録音時間について 


録音音質 

高 （128kbps) 

中 （112kbps) 

ほ (96kbps) 

MP-A100 

約3時間45巧 

約4時間15分 

約別き間 

MP-A200 

約7時間30巧 

約8時間30分 

約10時間 

MP-A300 

約1別寺間 

約17時間 

約20時間 


• サポートページではさまざまな情報を掲載しています。下記 URL じアクセスしていただ 
きご確認ください。 

http://www.sharp.co.jp/support/mp/index.html 

• ファームウェアのバージョンアップについて 

ファームウェアをバージョンアップずることで本磯の機能を改善できることがあります。 
最新の情報がないか上記のサポートページをご確認ください。 
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アフターサービスじついて 


保証について 

1. この製品には取扱説明書の巻末に保証書 
がついています。 

保証書は販売店【こて所定事項を記入して 
お渡しいたしますので、内容をよくお読 
みのうえ大切に保存してください。 

2. 保証期間は、お買いあげの曰から1年間 
です。 

保証期間中でも有料になることがありま 
ずので、保証書をよくお読みください。 

3. 保証期間後の修理は… 

修理によって機能が維持できる場合は、 
ご要望じより有料修理いたしまず。 


補修巧性能部品の保有期間 

• 当社はデジタルオーディオプレーヤーの 
補修巧性能部品を製造巧切後7年保有し 
ています。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品でず。 


修理を依頼されるときは 

1. 異常があるときは使用をやめて、お買い 
あげの販売店にこの製品をのうえ、修理 
をお申しつけください。ご自分での修理 
はしないでください。 

2. アフターサービス じついてわからないこ 
とは… 

お買いあげの販売店、またはもよりの 
シャープお客様ご相談窓□にお問い合わ 
せください。 


お問い合わせは 

この製品じついてのご意見、ご質問は、も 
よりのお客様ご相談窓□へお申しつけくだ 
さい。 

付属の r お客様ご相談窓□のご案内」のとお 
り、全国にお客様ご相談窓□を設けており 
ます- 
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故障かな？と思ったら 

次のような場合は故障ではないことがありますので、修理を依頼される前にもう一度お調 
ベください。それでも具合の悪いときは、49ページの r アフターサービスじついて」をご覧 
のうえ修理を依頼してください。 


こんなときは 

ここをお確かめください 

電源が入らない 

•充電されていまずか？ 

充電してから電源を入れてください。 （8 ページ） 

キーを巧して电動作しない 

•本機の r ホールド」キーがホールド側(こなっていませんか？ 

音が出ない 

•へ、ソドホンのプラグが奥まで差し込まれていますか？ 

•へ、ソドホンを LINE IN 端子に接麻していませんか？ 

•音量が最ルになっていませんか？ 

•転送したデータのファイル形式は正しいですか？ （14 
ページ） 

• 著作権違反のデータではありませんか？ 

巧の入手元、本機への転送手段を確認してください。 
(37 ページ） 

歌詞表示が正しくない/ 

表のしない 

•歌詞データの形式は正しいでずか？ （41 ページ） 

• 転送元の音楽ファイルのビ、ソトレートは適切でずか？ 
160 kbps 切上の場合、再蜜換されてから転送されること 
があり、歌詞が正しく表示されない場合があります。 
(40 ぺージ） 

録音できない 

•本機のメモリ容量が不足状態になっていませんか？ 
不要なデータを削除してください。 

FM 放送を受信しじくい 

•へ、ソドホンのプラグが奥まで差し込まれていますか？ 

•へ、ソドホンのコードは伸ばして置かれていますか？ 

• FM 放送を妨害するような電波を発生するもの履気機器） 

がお <【こありませんか？ 

• FM 放送を遮断するような障害物がありませんか？ 
アンテナ（へ、ソドホン）の方向を変えてみてください。 

FM トランスミッターで送 
信できない 

•へ、ソドホンのプラグが奥まで差し込まれていますか？ 

•へ、ソドホンのコードは伸ばして置かれていますか？ 
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_ こんなときは_ここをお確かめください_ 

FM トランスミッターで送•ヘッドホンとラジオの位置は適切でずか？ 

信できない ヘッドホンとラジオのアンテナのち向を平巧じし、おづ 

けて < ださい。 

• FM トランスミッターの設定が r オン」【こなっていますか？ 

• 妨害電波を発生ずるものがおくじありませんか？ 

• 本磯の音量は適切になっていますか？ 

•FM 電波を遮断するような障害物がありませんか？ 
アンテナ（へ、ソドホン）の方向を変えてみてください。 

•本磯の FM トランスミッターでの送信レベルは、電波ま 
で規定された微弱電波になっています。黃信しているラ 
ジオを、より感度の高いものに変えてみてください。 
また本磯とラジオは、できるだけ近づけてください。 

• FM ラジオのノイズ除去機肯目が働いていませんか？ 

別の FM ラジオで試してみてください。 

•FM 放送局に近い周波数を選んでいませんか？ 

送信/黃信周波数を変えて、影響の少ない周波数を選んで 
ください。 

FM トランスミッターで送•へ、ソドホンのプラグが奥まで差し込まれていますか？ 

イ言日きにノイズ音が発をする. FM 電波を妨害するような電波発生機器や電波を遮断ず 

るようなものがありませんか？ 

アンテナ（へ、ソドホン）の方向を変えてみてください。 

•金属におづけたり、金属の机の上に置いていませんか？ 
Microsoft ® Windows •付属の USB 対応ケーブルが正しく接綿されていますか？ 

Media ® PlayeiiO で音楽•パソコン側で Microsoft ® Windows Media ® Player 10が 
ファイルが同期できない 正しく動作して、本機を認識していますか？ 

パソコンを再起動し、本磯を接続してみてください。 
Microsoft®Windows Media ® PlayeMO が正しくインス 
I ''ールできているか確認してください。 

•本磯のメモリが不足していませんか？ 

本体の不要な曲を削除してください。 




_ こんなときは_ 

FM トランスミッターで送 
信時に音がきこえない/音 
が歪む 

ファイルを正常に再生でき 
ない 


「フォルダ数が本機で扱え 
る制限を超えているため、 
全て表示できません」とい 
ラメッセージが表示される 


外部機器から録音すると、 
音がルさい/歪む 


外部マイクで録音したとき 
音がかさい 


_ここをお確かめください_ 

•本機の音量がルさい/大きい可能性があります。 


•パソコンに接続しメモリをフォーマットしてください。 
(43 ぺージ） 

• Microsoft ® Windows Media ® PlayeM 0で、同期せず【こ 
コピーして いませんか？ 

同期していないと、著作権保護されているファイルは、 

_再生されません。_ 

• Microsoft ® Windows Media ® Playerl 0 で、音楽データ 
同期後に表示された場合は、 「 WindowsMedia ® Playerl 0 
ご使用時の注意」をご覧ください。 （40 ページ） 

本磯をフォーマットした場合、「デバイスにフォルダ階層 
を作成する」設定のチェ、ソクが、再度入りますのでチェッ 
クを外■してください。 

•ファイルのコピー操作などを巧ったあとじ、表示された 
場合は、フォルダ数が制限を超えています。フォルダを 
削除してください。 

フォルダ数の制限値： MP - A 100 40個 
MP - A 200 40個 
MP - A 300 7個 

上の制限値を超えるとエラーになります。 

•音がルさい場合や、大きずぎて音がひずむ場をは、本機 
の録音レベルを調整してみてください。 （19 ページ） 

•それでも適正な録音ができないときは、外部機器のへ、ソ 
ドホン端すなど、他の出力端子を使用してみてくださ 
し、。また外部機器の音の大きさをかしルさめに調節し 
てみてください。 

•録音レベルを「高」じ設定してみてください。 

•電池内蔵式のアンプ内蔵式マイクを使用してください。 


パソコンに本機を接続して•一度かして、再度接続してみてください。 


も認識されない 
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保証書（保証規定） 

本書は、本書記載内容で無料修理をさせて 
いただくことをお綿束するものです。保証 
期間中に故障が発生した場合は、製品と本 
書をご持参、ご提示のうえ、お買いあげの 
販売店にご依頼ください。お買いあげ年月 
日、販売店名など記入もれがありまずと無 
効となりまず。必ずご確認いただき、記入 
のない場合はお買いあげの販売店にお申し 
出ください。 

ご乾居*ご贈答品でお買いあげの販売店に 
修理をご依頼できない場合は、製品に同徊 
しております r お客様ご相談窓□のご案内」 

をご覧のうえ、もよりのサービス含社へご 
持参、またはお送りください。本書は再発 
行いたしません。大切に保管してください。 

く無料修理規定> 

1. 取扱説明書•本体注意ラベルなどの注意 
書に従った正常な使巧状態で、保証期間 
内に故障した場合には、お買いあげ販売 
店、または当社サービス含社が無料修理 
いたします。ただし、郵送いただく場合 
の郵送料金*砸包費巧などはお客様のご 
負担となります。 

なお、故障の内容じよりまして、修理に 
かえ同等製品と交換させていただくこと 
がありまず。 

2. 保証期間内でわ、次の場合は有料修理と 
なります。 

(イ）本書のご提示がない場合。 

(□) 本書にお買いあげ年月日-お客様 
名•販売店をの記入がない場合、ま 
たは字句を書き換えられた場合。 

(八）使用上の誤り、または不当な修理や 
己女造による故障-損傷。 

(二）お買いあげ後に落とされた場合など 
による故障•損傷。 

(ホ）义災•公害-地震および風水害その 
他天災地変など、外部に要因がある 
故障-損傷。 
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(へ）電池の液もれ(こよる故障*損傷。 
(卜）消耗品烧電池)が損耗し取り替えを 
要する場合0 

(チ）持込修理の対象商品を直接メーカー 
へ送付した場合の送料などはお客様 
のご負担とな U ます。また、出張イ度 
理などを巧った場合、出張料はお客 
様のご負担となりまず。 

3. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
(THIS WARRANTY CARD IS ONLY 
VALID FOR SERVICE IN JAPAN .) 

★ この保証書は本書に明示した期間-菓件 
のもとにおいて無料修理をお約束ずるも 
のです。したがいましてこの保証書に 
よって保証書を発行している者(保証責 
任者）、あび、それ W 外の事業者に巧す 
るお客様の法律上の権利を制限ずるもの 
ではありませんので、保証期間経過後の 
修理につきまして、おわかりにな6ない 
場合はお買いあげの販売店、または 
シャープお客様ご相談窓 □ にお問いをわ 
せください。 

く郵送についてのお願い> 

郵送される場合にはみのことをご注意くだ 
さい。 

1. 保証期間中であるときは、本書を製品に 
同栖ください。 

2. 製品は緩衝材に包んでボール箱に入れる 
か、または郵送用の袋(メールパック： 
交;具店などでお求めいただけまず)など 
に入れ、輸送中の損傷を防ぐようご配慮 
ください。 

3. 紛失などを防ぐため、簡易書留をご利用 
ください。 






• 製品じついてのお問い含わせは • • 


お客様相談センター 

ま日本相談室 TEL 043 - 299-8021 

FAX 043 - 299-8280 

西日本相談室 TEL 06 - 6794-8021 

FAX 06 - 6792-5993 

{受付時間〉〉月曜〜±曜：午前9時〜午後6時 

日曜•祝日：午前10時〜午後5時（年末年始を除く） 


♦修理のご相談は •• 

製品に付属の『お客様ご相談窓□①ご案の』をご養 
照ください。 


参シャープホームぺージ 

http :// www . sharp . co . ip / 


方0捕 it さ村 

本 社于 545-85 の大阪市阿倍野区長池巧22番22号 

情報通信事業本部于 639-1186 奈良県大和報山市美濃庄巧492 
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